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三菱重工業㈱関連会社

発電所・製鉄所向けプラント機器、圧力容器用鏡板、
各種産業機械、太陽熱利用システムの設計、製作

会 社 概 要
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2050年までに脱炭素の表明
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２０２０年１０月菅総理が、「脱炭素社会の実現」に向けて「２０５０年までに温室効果ガスの
排出を全体としてゼロにする」と表明。
２０２１年４月には、２０３０年度の削減目標について、２０１３年度から４６パーセント削減
すると表明。

カーボンニュートラル



2050年CO2排出実質ゼロ表明自治体 2022/4/28時点
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岡山市

引用元：環境省HP

総人口の約94％



地域脱炭素ロードマップ （環境省ロードマップより）
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地域脱炭素は、地域課題を解決し、地域の魅力と質を向上させる地
方創生に貢献
①一人一人が主体となって、今ある技術で取り組める
②再エネなどの地域資源を最大限に活用することで実現できる
③地域の経済活性化、地域課題の解決に貢献できる

➢ 我が国は、限られた国土を賢く活用し、面積当たりの太陽光発電を世界一まで拡大してきた。
他方で、再エネをめぐる現下の情勢は、課題が山積（コスト・適地確保・環境共生など）。国を
挙げてこの課題を乗り越え、地域の豊富な再エネポテンシャルを有効利用していく

➢ 一方、環境省の試算によると、約9割の市町村で、エネルギー代金の域内外収支は、域外支
出が上回っている(2015年度)

➢ 豊富な再エネポテンシャルを有効活用することで、地域内で経済を循環させることが重要

現在、再エネの主役は太陽光発電であり、残念ながら太陽熱については、あまり周
知されていません。以降のページで太陽熱の有効性を説明いたします。



太陽光発電と太陽熱利用の比較
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太陽エネルギーの変換効率

約１５０W/㎡の電力

太陽光発電 太陽熱利用

変換効率15％前後 変換効率50％前後

約５００W/㎡の熱

＜用途＞
・動力
・照明
・電気製品
等

＜用途＞
・給湯
・暖房
・冷房
等

それぞれを同一面積で設置した場合には、太陽熱の方が約３倍のエネルギーを利用で
きることを示しています。



太陽熱利用システムの市場動向
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世界では太陽熱利用
機器の導入が着実に
進んでいる。
2007年からの10年間

で約３倍に増加して
いる。

一方、日本では太陽熱利
用機器の新規導入は1980
年以降、減少傾向にある。



太陽熱導入拡大ロードマップ（ソーラーシステム振興協会より2018年）
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2030年の目標である年間55万kLの削減を実現するには、さらに400万㎡のストックが必
要であり、2018年の導入実績値である年間10万㎡のペースでは40年かかってしまう。
2030年までに55万ｋLを達成するには、少なくとも約3倍の年間33万㎡を導入しなければ
達成できない。



太陽熱機器の種類（家庭向）
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＜特徴＞

太陽集熱器が平たい板状になっており、表
面は透明な強化ガラス板で覆われている。

集熱面から集めた熱が外に逃げやすいた

め高温集熱には適さない。

＜特徴＞
太陽集熱器が真空の二重ガラス管でできて

おり、ガラス管内部のヒートパイプで熱交換す
るタイプや銅管に熱媒を通すタイプがある。

真空なので放熱が殆どなく、集熱性能に優れ
ている。

平板式 真空管式

寺田鉄工所の主力は
真空管式



真空管式太陽熱温水器「サントップ」の特徴
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傾斜面設置用サントップ
型式：ST-195/24S
税別定価：381,000円

 集熱原理：

「サントップ」は、ガラス管内には直接水を入れず、金属集熱体を

通して熱を伝える”ヒートパイプ”方式となっておりますので、ガラ

ス管内に圧力をかけず、タンク内のみに圧力をかけて運転するた

め、水道直結が可能です。この方式によって、給湯器の給水温度

が常に温水になりますので、大幅な省エネが実現できます。

 長所：

構造的にシンプルなので、故障しにくい。

シンプルであるため設置が容易。

 短所：

屋根に設置する場合、水の重みで屋根や建築部材に負荷かかる。

-15℃以下の寒冷地では水が凍結し太陽熱温水器が故障する可

能性がある。

水平面設置用サントップ
型式：ST-195/24F
税別定価：381,000円



太陽熱温水器「サントップ」の構造図
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太陽熱温水器「サントップ」の昇温シミュレーション
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※本グラフは、各月の晴天日日射量によるシミュレーションとなっております。

太陽熱で給水予熱ΔＴ３５℃



太陽熱温水器「サントップ」の導入シミュレーション
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一般住宅向け太陽熱温水器「サントップ」
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ログハウスへの設置例 サントップ接続図



一般住宅への太陽熱「サントップ」利用例
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老人福祉施設への太陽熱利用例
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ST-195/24F×10台

特別養護老人ホーム



ホテルへの太陽熱利用例
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ST-195/24F×80台

ビジネスホテル

ST-195/24F×59台



ゴルフ場への太陽熱利用例
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ゴルフ場



集合住宅や社員寮への太陽熱利用例
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社員寮

自然エネルギー利用として、太陽光発電パネル、真空管式太陽熱給湯システム、
地中熱を利用したクールピットを採用している。



太陽熱調理器 『エコ作』のご紹介
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太陽熱調理器は、環境教育や防災用品としても活躍しています



太陽熱調理器 『エコ作』レシピ例
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そら豆のトマト煮込み 夏野菜とチキンの煮込みスープ

ポテトサラダ カボチャのサラダ 野菜スープ 厚揚げと野菜の中華風蒸し炒め

クリームシチュー トマトソース パン オートミールクッキー

ひじきの煮物 リンゴのコンポート



太陽熱集熱器の種類（業務用）
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＜特徴＞
①熱交換はヒートパイプ上先端部のみ
②設置面積の２／３程度が有効集熱面積
③日射量が低い時の効率がＵ字式より低い
④集熱量当たりのパネル重量が重い

＜特徴＞
①熱交換はガラス管内部全体
②設置面積のほぼ全体が有効集熱面積
③日射量が低いときの効率がＨＰ式より高い
④集熱量当たりのパネル重量が軽い

ヒートパイプ式 Uパイプ式



強制循環式集熱器ソラリスの特徴
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 集熱原理：
加熱されたガラス管内にある銅管内の熱媒液（純水 or 
不凍液）を、ポンプによって強制循環させて熱媒液を加
熱し、使用する水を熱交換によって加熱する。

 長所：
集熱器は軽量であるため屋根・建築物へ負荷が少ない。

デザイン性に優れている。

不凍液を使用することで凍結の心配がない。

 短所：
循環ポンプを運転する電力が必要。

熱交換(放熱)をしなければ過加熱により熱媒が気化す
る。

ソラリス
型式：CPC1506
型式：CPC1512
形式：CPC1514
型式：CPC1518

ここまでに紹介した弊社の温水器及び集熱器について、以降ページにて導入事例を紹
介させていただきます。



太陽熱集熱器「ソラリス」の導入シミュレーション
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太陽熱利用システムの導入分野
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老健施設etc給湯 学校・ビルetc空調

冷凍ケース着霜防止 非常用発電 汚泥乾燥

地域熱供給



介護福祉施設等で給湯利用した設置例
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介護福祉施設等の多くのお湯を使用される場合に適しています。



温浴施設や温水プールで給湯利用した設置例
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スーパー銭湯 温水プールの加温

CPC1512×180台 （有効集熱面積：360平米 容量：216kW） CPC1512×78台 （有効集熱面積：156平米 容量：188ｋW）



冷暖房システムへの太陽熱利用例
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太陽熱を冷暖房および給湯予熱に利用するシステムフロー



オフィスビル空調に利用した設置例
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オフィスビル

CPC1518×32台 （有効集熱面積：96平米 設備容量：57.6kW）



おわりに
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弊社の太陽熱利用機器について、一例を紹介させていただ
きましたが、これからの脱炭素社会において重要な役割を
担う技術と考えております。

是非とも導入のご検討をお願いします。
当社にて導入シミュレーションやお見積等の対応をさせてい
ただきます。

株式会社寺田鉄工所
TERADA IRON WORKS CO.,LTD

※本資料に記載する一切の情報を当社の事前の承諾なくして使用または転用することを禁じます。


